














The Present Status of the Organic Agricultural Movement
Viewed from the Group Purchase:




　　In the early 1970s, the organic agricultural movement in Japan was started mainly by consumers to 
acquire food security. The movement took a unique form, Teikei (an alternative distribution system of 
farm-fresh vegetables that was based on mutual farmer-consumer understanding). In cities having a large 
number of consumers, Teikei involved group purchases. There was a decline in the number of full-time 
housewives as a result of women’s social advancement; at the same time, the number of members of the 
group purchase system was decreasing. In the latter half of the 1980s, distribution centers began offering 
home delivery to buyers of organic farm products. More consumers began availing of these services, and 
fewer consumers made group purchases. In the capital sphere, however, many people are still opting for 
group purchases.
　　This paper focuses on a consumer group, Anzen-na-Tabemono-wo-Tsukkute-Taberu-Kai, which have 
been practiced Teikei with agricultural farmers in the former Miyoshi Village, Chiba Prefecture (currently 
a part of Minami-Boso city) since 1973. Building relationships with farmers and related members, this 
group made efforts to maintain group purchase. Through interviews and analysis of the records of these 
group members, it becomes clear that their efforts supported the social movement and nurtured a feeling 
of security to organic agricultural products. Their efforts, however, were transformed to qualification of 
eating them, and this made it difficult for them to attract new members. On the other hand, home delivery 
members, began to recruit as a new membership in 2000, tend to increase every year. And there is a 
difference in the attitude to the Teikei between home delivery members and group purchase members. 
At present, ever increasing number of home delivery members, the movement that try to create the 
situation to be easily took part in, and to put the new meaning to, the group purchase from the inside of 
the movement can be seen.
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する聞き取り調査（2005 年 1 月～ 2009 年 9 月）
をもとに、以下のように論述を展開したい 6）。ま
ず三芳村の農家と「食べる会」との提携の成立経







































い条件を提示した 9）。こうして地元農家 22 戸に
よる「三芳村安全食糧生産グループ（以下、生産
グループ）」が組織される 10）。一方、消費者側も
グループを組織し、1974 年 2 月、111 人で「安
全な食べ物をつくって食べる会」が結成され、提
携の取り組みが始まるのである。1974 年 10 月か
らは『朝日新聞』で有吉佐和子の『複合汚染』の













































































【写真 1】農産物の荷受け 【写真 2】農産物の仕分け























































































































通常の野菜代に対して宅配料金 640 ～ 740 円（夏
期は冷蔵配送のため 880 ～ 980 円）が上乗せさ
れることになっている。
　以下の表（図 2）は、ここ 10 年間のポストな
らびに宅配に参加する会員数を示したものであ
る。共同購入の会員数は減少しているものの、

























































































































































































































































































































































































































































































10） 1976 年 10 月に「三芳村生産グループ」と改称し
ている。
11） これまで会員が最も多かったのは、1985 年 2 月












13） 会員歴 18 年の A さん（女性、50 代前半）への
聞き取り調査による、2007 年 6 月 20 日
14） 会員歴 33 年の B さん（女性、50 代後半）への









16） 会員歴 34 年の C さん（男性、70 代前半）への
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な食べものが手に入らなかった




18） 「改定 JAS 法」は、2000 年 6 月に施行され、経



































22） 『土に生きる』第 18 号（1992 年）
23） 『食べる会しんぶん』第 21 号（1998 年）には、
会員の減少は「生産者の意欲をも損ないかねませ
ん」として「仲間を増やしましょう」と書かれて





24） 『食べる会しんぶん』第 44 号（2000 年）
25） 会員歴 17 年の D さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 4 月 15 日
26） 会員歴 22 年の E さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 6 月 3 日
27） 会員歴 5 年の F さん（女性、40 代前半）への聞
き取り調査による、2007 年 6 月 5 日
28） 会員歴 24 年の G さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 6 月 18 日
29） 会員歴 18 年の A さん（女性、50 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 6 月 19 日
30） 会員歴 28 年の I さん（女性、50 代後半）への聞
き取り調査による、2009 年 3 月 4 日
31） 会員歴 33 年の H さん（女性、60 代前半）への





年 1 月 22 日）。





35） 会員の I さん（女性、60 代前半）への聞き取り
調査による、2007 年 6 月 23 日
36） 会員歴 17 年の D さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 4 月 15 日
37） 会員歴 17 年の D さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 4 月 15 日
38） 会員歴 22 年の E さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 6 月 3 日
39） 『食べる会だより』3 月号（1996 年）
40） 「1996 年度総会資料」より
41） 会員歴 5 年の F さん（女性、40 代前半）への聞
き取り調査による、2007 年 6 月 5 日
42） 会員 J さんの「2007 年度食べる会総会」での発
言による、2007 年 6 月 13 日
43） 「当番制」にせず、野菜の仕分け代を別途徴収し
ているポストもある。
44） 会員歴 17 年の D さん（女性、40 代後半）への
聞き取り調査による、2007 年 4 月 15 日
45） 会員歴 24 年の G さん（女性、40 代後半）への
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